
市民の公共交通である路線バス

小

林

喜
代
司

議
員
（
新
栄
会
）

近
鉄
新
田
辺
駅
西
口
地

域
の
防
犯
対
策
は
地
元
区
、

自
治
会
を
始
め
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
聴
き
、

平
成

年
第
４
回
定
例
会
本

会
議
と

年
第
２
回
定
例
会

本
会
議
で
質
問
と
要
望
を
行

っ
て
き
た
。
市
は
田
辺
駅
前

支
部
の
防
犯
推
進
委
員
を

年
度
中
に
現
在
の

名
か
ら

名
に
田
辺
警
察
署
か
ら
委

嘱
さ
れ
る
等
対
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
市
民
が
安
全

で
安
心
が
実
感
き
で
る
対
策

を
早
急
に
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
市

の
考
え
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

近
鉄
新
田
辺
駅
西
口
周
辺

の
防
犯
対
策
と
し
て
、

年

度
中
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
６
台

設
置
す
る
と
と
も
に
、
現
在

田
辺
署
を
は
じ
め
綴
喜
防
犯

推
進
委
員
連
絡
協
議
会
等
で
、

交
番
を
核
と
し
た
住
民
と
行

防犯カメラが設置される
近鉄新田辺駅西側周辺

政
の
協
働
拠
点
と
し
て
仮
称

で
あ
る
が
、
府
民
協
働
防
犯

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る

方
向
で
協
議
を
し
て
い
る
。

そ
の
拠
点
は
田
辺
駅
前
交
番

に
置
く
と
い
う
こ
と
で
現
在
、

協
議
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、

防
犯
カ
メ
ラ
６
ケ
所
の
設
置

場
所
に
つ
い
て
は
、
警
察
と

協
議
を
し
て
犯
罪
の
多
発
す

る
箇
所
を
重
点
的
に
現
場
を

検
討
し
て
実
施
し
た
い
。

府
道
八
幡
木
津
線
の
薪

地
区
の
一
休
寺
道
か
ら
興
戸

地
区
の
同
志
社
前
駅
間
の
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
、田
辺
幼
稚
園
、

田
辺
小
学
校
、
田
辺
中
学
校

へ
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い
る

保
護
者
の
強
い
要
望
が
あ
り
、

年
第
２
回
定
例
会
本
会
議

で
安
全
対
策
を
要
望
し
て
以

来
、再
三
お
願
い
し
て
き
た
。

市
を
は
じ
め
関
係
者
の
努
力

に
よ
り
安
全
対
策
を
講
じ
て

も
ら
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る

が
、
現
在
、
府
山
城
北
土
木

事
務
所
、
田
辺
警
察
署
、
市

と
の
間
で
ど
の
程
度
ま
で
協

議
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
部
長

道
路
幅
員
が

狭
い
こ
と
か
ら
危
険
な
状
況

は
認
識
し
て
い
る
。
興
戸
地

区
の
防
賀
川
切
り
下
げ
工
事

に
伴
い
、
一
部
歩
道
が
設
置

さ
れ
る
計
画
で
あ
り
、
右
折

レ
ー
ン
を
配
し
た
薪
茶
屋
前

交
差
点
の
改
良
が
早
期
に
完

成
す
る
よ
う
京
都
府
に
、
は

た
ら
き
か
け
て
い
る
。

公
共
交
通
に
つ
い
て
。

計
画
策
定
当
初
の
市
長
の

思
い
を
再
確
認
す
る
。

策

定
当
初
の
利
用
予
測
と
実
際

の
利
用
状
況
お
よ
び
現
時
点

で
の
問
題
点
と
課
題
は
。

買
い
物
困
難
地
域
解
消
な
ど

の
住
民
要
望
に
応
え
て
い
く

た
め
に
も
、
小
回
り
の
効
く

ワ
ゴ
ン
バ
ス
や
公
共
交
通
タ

ク
シ
ー
の
導
入
が
最
適
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長

利
便
性
の
維
持

向
上
、
交
通
弱
者
の
移
動
手

段
の
確
保
、
公
共
交
通
の
空

白
地
解
消
と
い
う
思
い
だ
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

京
阪
バ
ス
は
一
日
乗
降

客
数
４
６
０
人
の
見
込
み
が

運
行
実
績
で
は
３
２
１
人
と

利用状況の改善が望まれる公共交通バス

インターネットでメンタル
チェックしている様子

心
の
健
康
を
守
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
軽
に

心
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る

こ
こ
ろ
の
体
温
計

を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

民
間
会

社
が
作
成
し
た
シ
ス
テ
ム
で
、

利
用
者
が
気
軽
に
自
己
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
と
認
識
。
本
市

と
し
て
は
、
ま
ず
国
や
府
の

サ
イ
ト
を
利
用
し
た
心
の
健

康
に
つ
い
て
の
啓
発
を
進
め

て
い
き
た
い
の
で
、
今
の
と

こ
ろ
実
施
の
考
え
は
な
い
。

妊
娠
し
て
も
流
産
や
死

産
を
繰
り
返
す
不
育
症
の
女

性
へ
の
治
療
費
助
成
と
、
安

心
し
て
相
談
で
き
る
窓
口
を

開
設
す
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
部
長

治
療
費

助
成
に
つ
い
て
は
、
市
独
自

に
助
成
す
る
考
え
は
な
い
が
、

府
と
連
携
し
て
取
り
組
み
た

い
。
相
談
窓
口
は
府
の
指
導

を
仰
ぎ
、
今
後
検
討
す
る
。

交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
に
よ
り
発
症
す
る
脳
脊

髄
液
減
少
症
患
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長

府
と
連

携
し
な
が
ら
、
国
の
研
究
動

向
に
つ
い
て
留
意
し
た
い
。

教
育
長
職
務
代
理
者

現

在
ま
で
こ
の
よ
う
な
症
例
の

生
徒
は
い
な
い
が
、
い
つ
発

症
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
の

で
、
教
職
員
に
脳
脊
髄
液
減

少
症
へ
の
認
識
を
深
め
さ
せ
、

国
の
動
向
に
注
意
し
な
が
ら

情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

国
民
文
化
祭
後
の
本
市

の
総
合
的
な
観
光
施
策
は
。

経
済
環
境
部
長

国
民
文

化
祭
を
契
機
に

一
休
さ
ん

と
玉
露
の
ま
ち
・
京
田
辺

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
平
成

年
、
中

国
で
ア
ニ
メ
の
一
休
さ
ん
が

放
映
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

休
さ
ん
を
本
市
の
観
光
の
目

玉
と
し
て
、
継
続
的
、
総
合

的
に
観
光
振
興
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

本
市
窓
口
に
お
い
て
、

身
分
証
明
と
い
う
表
現
を
見

直
し
、
本
人
確
認
と
改
め
る

べ
き
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

市
民
部
長

本
市
窓
口
で

は
、
本
人
確
認
書
類
と
い
う

表
現
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
行
っ

て
い
る
。
本
人
確
認
の
目
的

で
身
分
証
明
書
と
い
う
表
現

は
用
い
て
い
な
い
。
今
後
も

こ
の
よ
う
に
対
応
し
た
い
。

下
回
る
結
果
、
奈
良
交
通
で

は
三
山
木
高
船
線
は
当
初
予

想
ど
お
り
、
東
部
循
環
線
で

は
予
想
を
上
回
り
、
一
日

人
の
見
込
み
が
実
績
で
は

人
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
利
便

性
が
高
く
な
る
よ
う
関
係
機

関
と
協
議
す
る
。

公
共
交

通
タ
ク
シ
ー
は
現
在
導
入
す

る
段
階
に
は
な
い
が
、
路
線

の
維
持
が
困
難
に
な
れ
ば
、

参
考
に
し
た
い
。

医
療
費
問
題
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
医
療
費
無
料

化
の
引
き
上
げ
は
、
対
象
世

帯
の
所
得
制
限
や
自
己
負
担

額
の
引
き
上
げ
等
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

医

療
費
負
担
の
公
平
性
と
い
う

観
点
か
ら
、
低
所
得
世
帯
や

難
病
を
お
持
ち
の
方
々
に
対

し
て
こ
そ
助
成
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

保
健
福
祉
部
長

本
助

成
は
子
ど
も
の
健
康
保
持
・

増
進
を
図
る
も
の
な
の
で
、

な
じ
ま
な
い
と
考
え
て
い
る
。

低
所
得
世
帯
に
は
制
度
が

あ
る
。
難
病
を
お
持
ち
の
方

々
に
は
、
国
で
制
度
の
見
直

し
に
向
け
て
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を

見
守
り
た
い
。

田
辺
勇
田
に
新
し
い
住

宅
地
が
で
き
た
が
、
周
辺
の

歩
道
整
備
が
十
分
で
な
い
。

農
業
用
水
路
等
も
あ
り
、
早

急
な
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
。

建
設
部
長

今
後
、
周
辺

の
開
発
状
況
を
見
据
え
て
、

総
合
的
に
対
策
を
と
っ
て
い

き
た
い
。

年
間
を
通
じ
て
待
機
児

童
の
解
消
は
、

つ
め
こ

み

で
は
な
く
、
保
育
所
整

備
を
行
い
、
体
制
の
強
化
と

保
育
内
容
の
充
実
を
求
め
る
。

保
健
福
祉
部
長

宅
地
開

発
や
保
育
ニ
ー
ズ
の
動
向
に

留
意
し
、
必
要
な
保
育
所
の

整
備
に
努
め
る
。

介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業

の
導
入

は
市
町
村
判
断
と
さ
れ
て
い

る
。
軽
度
の
要
支
援
者
を
保

険
給
付
か
ら
は
ず
す
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
総
合
事
業
の
導
入
は
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
は
。
ま
た
平
成

年

度
か
ら
の
介
護
保
険
料
の
引

上
げ
を
し
な
い
よ
う
求
め
る
。

保
健
福
祉
部
長

国
か
ら

の
具
体
的
な
事
業
詳
細
は
、

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
。

年
度
か
ら
の
計
画
へ
の
導
入

は
検
討
し
て
い
な
い
。
ま
た

保
険
料
は
、
引
き
下
げ
は
も

と
よ
り
、
現
状
維
持
も
困
難

な
状
況
。

社
会
保
障
で
あ
り
国
民

皆
保
険
制
度
の
根
幹
で
あ
る

国
保
は
、
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
国
保
に
対
す
る
市
長

の
認
識
と
見
解
を
問
う
。
ま

た
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険

税
の
引
下
げ
を
求
め
る
。

市
長

国
民
皆
保
険
制
度

が
で
き
て
以
来
、
医
療
制
度

の
中
心
を
担
っ
て
き
た
国
保

の
役
割
は
大
き
い
。
保
険
税

の
負
担
は
大
変
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、
将
来

に
わ
た
り
制
度
を
構
築
す
る

こ
と
が
保
険
者
の
責
任
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
部
長

２
億
円
程
度

の
基
金
の
財
源
確
保
は
不
可

欠
。
国
保
税
の
引
き
下
げ
は

で
き
な
い
。

年
度
か
ら
ク
ラ
ブ
費
、

生
徒
会
費
、

会
費
を

就
学
援
助
制
度
の
支
給
項
目

と
し
て
加
え
る
国
の
見
直
し

が
さ
れ
、
近
隣
自
治
体
で
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。
京
田
辺

市
で
も
早
急
に
実
施
を
。

教
育
長
職
務
代
理
者

年
度
の
実
施
に
向
け
て
検
討
。

年
度
か
ら
の
バ
ス
路

線
の
変
更
に
伴
い
、
常
磐
苑

の
利
用
が
し
に
く
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
、
見
直
し
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

年
度
、
見
直
し
の
た
め

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

櫻

井

立

志

議
員
（
公
明
党
）

南

部

登
志
子

議
員
（
無
会
派
）

年（平成 年） 月 日


